
英語のシャワーで世界に発信
“高き志” をもったグローバルな
「トップエリート」を育てます

上級学校に
進むには

一定の基準を満たしている者に限り、中学校への進学は可能
です。

　「すべてに誠をつくし、最後までやり抜く強い意志を養う」という学園全体の
教育方針のもと、

○こころを育てる　○知性を育てる　○国際性を育てる
以上、３つを教育の柱に設定し、日々の教育活動の中で実践するとともに、学力を
身につけるだけでなく、ホスピタリティ教育を重視し、明るく元気で、人を思いや
る優しさのある温かい心を育みます。

●学力の基礎・基本をしっかり定着させるとともに、応用力や論理的思考
力を伸ばす授業を展開しています。各教科の授業を通して、自分の考えを論理的に
表現するプレゼンテーション能力の育成に力を入れています。

●校内には 8人の外国人英語講師がいて、登校から下校までいつでも英
語を使える環境があります。英語でコミュニケーションをとる授業では、外国人
英語講師の自然な英語をModel としてたくさん聞き、聴く力を鍛えます。そして
Action（動作）を交えた口頭練習を繰り返し、英語の発音やリズムと意味を（口と）
体に染み込ませます。また、習得した表現を使って Talk することで、英語で伝え
る体験と喜びを積み重ねていきます。
　知的好奇心がさらに高まる４～６年生では、よりアカデミックな英語学習をする
Reading & Writing の時間が加わります。低学年の授業で用いてきた英文の構造を
意識する（英文法学習のスタート）、テーマを決めて英作文をする、などを行い知
識の体系化をはかっていきます。

●週１時間、iPad を使って課題解決型学習を行います。卒業までに、ワー
ドプロセッシング、スプレッドシート、プレゼンテーションソフトなどの基本的な
操作ができるようになります。3～4年生は、外国人英語講師も加わり「Bunriイマー
ジョンプログラム」で行います。

●国際社会でリーダーシップを発揮できる人材となるためには、まず日本
人としてのアイデンティティを持つことが必要です。本校では礼儀・作法、マナー
のほか、日本の伝統的な文化を正しく理解させることを重視した教育を実践してい
ます。また、他国の児童・生徒との交流などを通じて、異文化理解と国際社会に対
する広い視野を持つよう指導しています。5 年次にはイギリス短期留学、6 年次に
はアメリカ研修を実施し、他国の児童と共に生活しながら英語を学び、異文化を体
験・吸収して、国際人としての素養と英語力に磨きをかけます。

▼　　　　　　▼　　　　　　▼
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